


































　正確には artisoc には、artisoc academic と
artisoc textbook の ２ 種 類 あ る。artisoc text 
book は、artisoc academic の簡易版で、書籍『人
工社会構築指南 artisoc によるマルチエージェ
ント・シミュレーション入門』1）に付録として
















〔駒沢女子大学　研究紀要　第15号　ｐ .87 ～ 102　2008〕
artisoc で作成する初等情報教育用電子回路シミュレーション
末　木　俊　之

















































































































































































　 例 え ば、link（0,0）= －1、link（0,1）=1　
という情報が１組の連結情報で、IDNo が－１

























エージェントが、IDNo が274の node エージェ
ントと連結していることがすぐ分かる。
　２．２　基本素子シミュレーション
　（図10．）は、NOT 回路、２入力 AND 回路、



















の操作により電流を ON ／ OFF できるように
なっている。図左下の吹き出しで説明されてい
る T1 ～ T13はノードに属さない整数型のグ
ローバル変数で、この変数値がコントロールパ
ネルと連動し変化する。そして、そのグローバ
ル変数値を T1 ～ T13の四角い画像として表示
される node オブジェクトの整数型 value 変数
と連動させている。






















座 標 が（0，0）、 右 上 隅 の 座 標 が（200，
200）のフィールド上に構築した。



































トリガーノードの電流 ON ／ OFF を切り替え
ている。














































座 標 が（0，0）、 右 上 隅 の 座 標 が（700，
500）のフィールド上に構築した。










座 標 が（0，0）、 右 上 隅 の 座 標 が（550，
500）のフィールド上に構築した。




















座 標 が（0，0）、 右 上 隅 の 座 標 が（600，
550）のサイズのフィールド上に構築した。
　総 node エージェント数226個、総 link エー
ジェント数241個のシミュレーションである。
　コントロールパネルのスライダーで、set、
T1 ～ T8のトリガー node エージェントの電流
ON ／ OFF を切り換える。
　（１）（図16．）は、set トリガー node エージェ
ントの電流が ON の状態である。この状態で
T1 ～ T8トリガー node エージェントの電流
ON ／ OFF を切り換えると、T1 ～ T8トリガー
node と同じ状態が出力側の Q1 ～ Q8 node エー
ジェントに再現される。
　（２）次に、（図17．）のようにコントロール
パネルのスライダーで、set トリガー node エー
ジェントの電流を OFF にすると、出力側の
Q1 ～ Q8 node エージェントの状態が固定され







　（３）次に、T1 ～ T8のトリガー node エージェ
ントの電流 ON ／ OFF を変化させても、Q1
～ Q8 node エージェントの状態は変化しない。
つまり、set エージェントの電流が OFF の状
態では、T1 ～ T8のトリガー node エージェン














































































link エージェント集合型 node エージェントが連結している node エージェントを格納する
On エージェント集合型 自分が起点で赤い矢印を引く node エージェントを格納する変数






































































FromNode 整数型 連結元 node エージェントの IDNo を保持する
ToNode 整数型 連結先 node エージェントの IDNo を保持する
Univ_Init 





































Dim link As Agtset
Dim one As Agt
Dim FromAgt As Agt
Dim ToAgt As Agt
MakeAgtset（link, Universe.ElectricCircuit.link）    //　link エージェントのみ集める
For each one in link
    if one.FromNode <> ０ then
        SearchAgt（one.FromNode）    //　リンク元ノードを検索する
        if CountAgtset（Universe.nodeAgtset） > ０ then
            FromAgt= GetAgt（Universe.nodeAgtset, ０）
            
            SearchAgt（one.ToNode）     //　リンク先ノードを検索する 
             if CountAgtset（Universe.nodeAgtset） > ０ then
                ToAgt= GetAgt（Universe.nodeAgtset, ０） 
                AddAgt（FromAgt.link, ToAgt）    //　リンク元ノードの link 変数にリンク先ノードを追加する
            end if
        end if













































if My.type == １ then
    My.icon = "NOT.jpg"
elseif My.type == ２ then
    My.icon = "AND.jpg"
elseif My.type == ３ then
    My.icon = "OR.jpg"
elseif My.type == - １ then    //　トリガーの場合




Dim one As Agt
Dim dest As Agtset
Dim total As Integer
Dim On As Integer
Dim Off As Integer
Dim i As Integer
―　　―99
じて、連結する node エージェントへの電流







　 イ ン ク ル ー ド 宣 言（include "SearchAgt.
inc"）により artisoc により自動的に読み込ま
れて使われる。




















































Dim num As Integer
if My.type == - １ then    //　トリガーノードは何もせず
elseif My.type == - ２     then //　Value ノードは value に基いて表示する
    My.icon= Cstr（My.value） & ".JPG"
else
    On = CountAgtset（My.OnSource）
    Off = CountAgtset（My.OffSource）
    total= On + Off
    For each one in My.link
        if My.type == ０ then    // 　結節点ノードの場合
            if On > ０ then
                SetOnoff（１, My, one） 
            else
                SetOnoff（０, My, one） 
            end if
    
        elseif My.type == １ then    //　NOT 回路の場合
            if On > ０ then
                SetOnoff（０, My, one） 
            else
                SetOnoff（１, My, one） 
            end if
        
        elseif My.type == ２  then  //　AND 回路の場合
            if Off > ０ then
                SetOnoff（０, My, one） 
            else
                SetOnoff（１, My, one） 
            end if
    
        elseif My.type == ３ then   //　OR 回路の場合
            if On > ０ then
                SetOnoff（１, My, one） 
            else
                SetOnoff（０, My, one） 
            end if
               
        end if
     next one
     




　 イ ン ク ル ー ド 宣 言（include " SetOnOff.
inc"）により artisoc により自動的に読み込ま
れて使われる。
　連結する node エージェントへの電流 ON ／







　同名の SetTrigger .txt テキストファイルと
して保存して使用。























Sub SearchAgt（IDNo As Integer）{
Dim allAgent As Agtset
Dim dest As Agtset
dim one As Agt
ClearAgtset（Universe.nodeAgtset）
MakeAgtset（allAgent, Universe.ElectricCircuit.node）
for each one in allAgent
    if one.IDNo == IDNo then
        AddAgt（Universe.nodeAgtset,  one）
        Break     // もう調べる必要なし（エージェントが見つかった）





























// 　連結するエージェントへの電流を On ／ Off にする
Sub SetOnOff（OnOff As Integer, Myself as Agt, one As Agt）{
if OnOff == ０ then    //　電流を Off にする
    if one.type == - ２ then    //　２進数表示ノードの場合
        one.value= 0
    else
        AddAgt（one.OffSource, Myself）
        RemoveAgt（one.OnSource, Myself）
        AddAgt（Myself.Off, one）
        RemoveAgt（Myself.On, one） 
    end if                
        
else                           //　電流を On にする
    if one.type == - ２ then    //　２進数値表示ノードの場合
        one.value= 1
    else
        AddAgt（one.OnSource, Myself） 
        RemoveAgt（one.OffSource, Myself）  
        AddAgt（Myself.On, one）
        RemoveAgt（Myself.Off, one）






































































// 　トリガーエージェントの電流を On ／ Off する
Sub SetTrigger（IDNo As Integer, OnOff As Integer）{
Dim trigger As Agt
Dim one As Agt
DIm linkNode As Agtset
SearchAgt（IDNo）
if CountAgtset（Universe.nodeAgtset）  > ０ then
    trigger= GetAgt（Universe.nodeAgtset, ０）
    linkNode= trigger.link
    For each one in linkNode
        if OnOff == ０ then
            AddAgt（one.OffSource, trigger）
            RemoveAgt（one.OnSource, trigger）
        else
            AddAgt（one.OnSource, trigger）
            RemoveAgt（one.OffSource, trigger）
        end if
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